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１０月２７日(土)の島守小学校学習発表会に、お忙しい中お出でいただきました、ご来賓、保
護者、地域の皆様、誠にありがとうございました。皆様からの温かい拍手をいただき、感動と充
実感のある学習発表会とすることができました。あらためて、心よりお礼申し上げます。

、「 」学習発表会のテーマは 輝け島守っ子！ ～とどけよう ３６人の笑顔あふれる協力の輪を～
です。代表委員会での話し合いにより、決められました。このテーマを実現しようと学年それぞ
れに努力してきました。その成果を十分に発揮できた学習発表会だったと思っています。今年の
それぞれの発表はいかがだったでしょうか。

（ 、 。・全校合唱 「ふるさと」、「大地讃頌」 ｢ふるさと｣では 会場にいる人たちの心を温かくしました
「大地讃頌｣は、職員、児童が一つとなってがんばりました ）。

(発明工夫展で教育長賞を頂くまでの松石七海さんのがんばりと・弁 論 「家族に支えられて」
家族の支えについて、観客によく伝わるよう発表しました。)

(演技での楽器を演奏するための努力と本当の器楽合・４・５年生 「アコーディオン弾きのゴーシュ」
奏へ向けての努力がオーバーラップしました。)

(とてもよく台詞を覚え、９人がかわいらし・１ 年 生 「吉四六さんの人助け」 ､｢となりのトトロ｣
い、素敵な演技を見せてくれました。)

(昨年度よりは人数は少ないのですが、総勢１２名での・ ｸ ﾗ ﾌ ﾞ 島守小神楽｢番楽｣、｢剣舞」神 楽
迫力ある舞は、素晴らしいものでした。)

(子ども達それぞれが、自分の持ち味を出して演技していました。ダン・２・３年生 「そんごくう」
スもテンポに合わせ、とても動きのあるものでした。)

(４名と少ない数での演技でしたが、｢友情と犠牲｣を深く考えさせ・６ 年 生 「泣いた赤おに」
る舞台でした。４人それぞれが
最高の演技を披露しました。)

今年も、どの学年からも感動とがんばる姿の
素晴らしさを受け取ることができました。子ど
も達、先生方、観客の皆様、そして私にとって
、 。も 最高の学習発表会になったと思っています
学習発表会にいたるまでの各学年の練習・準

備、各係等の準備にも素晴らしいものがありま
。 、 、 、した 当日 ４～６年生の子ども達は 舞台係

放送係、照明係として裏方の仕事もしっかり果
たしました。子ども達の生き生きとがんばる姿
は何にもがえがたいものです。今年も島守中学
校の先輩のみなさんが力を貸してくれました。
舞台の準備の仕事や照明、後片付けで大活躍で
した。中学生のみなさんに心から感謝したいと
思います。本当にありがとうございました。
学習発表会で培った力をこれからの学校生活

に生かし、さらに成長していけるよう指導して
参りたいと思います。

１２月１日(土)は、収穫感謝祭・創立記念祭
です。保護者の皆様、ご協力をよろしくお願い
いたします。また、来賓、地域の皆様には、今
後も変わらぬご理解、ご支援、ご協力をお願い
いたします。

ይᯇἹ֠ՆἿࠓᑹᆃϜ

島 守 の 米 づ く り
９月２７日(木)に、島守小学校田で稲刈りを

行いました。小雨の中の稲刈りとなりました。
今年度は、１年生から６年生まで全員での稲刈
りです。ＡＬＴのジェームス先生も参加しまし
た。やや不作だった昨年と比べると、お米の出
来は良さそうです。１０月１８日(木)に４・５
年生が脱穀作業を行いました。このお米が１２
月１日(土)に行われる収穫感謝祭・創立記念祭
での餅つきに使用されます。米づくりに際し、
５学年の委員長さんをはじめとした保護者の皆
様、地域のボランティアの皆様に心よりお礼申
し上げます。
島守では古くから米づくりが行われていたよ

うです。弥生時代前期(約二千年前)の荒谷遺跡
からは、大陸から米づくりが伝わったとされる
九州北部の土器と同じような形をした土器(遠賀
川系土器)が見つかっています。現在も巻地区に
は、中世の田とされる水田が残っています。(中
世の古文書には、｢さわしろ｣と｢まき｣の地名が
記されており、米づくりをしていたことが分か
ります。)また、島守のお米は、八戸のお殿様に
献上したと伝えられています。島守のおいしい
お米が殿様の食事を支えていたのですね。

特集 学習発表会
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江戸時代の島守（その２９）
文政６年(1823)８月６日
「島守村高松寺無住の処、先住弟子宗哲勤学終わり当所へ下着
につき、後住の願い南宗寺より申し出、願いの通り寺社奉行よ
り申し達せられる」

高松寺の住職が亡くなり住職不在となっていた寺に、弟子の
宗哲和尚を住職とする願いが南宗寺から寺社奉行に出され、許
可された記録です。
八戸藩の行政組織は、殿様のもと「家老」を筆頭にその下に

「目付 「勘定頭 「寺社町奉行」などの役人を配置して、藩」、 」、
を治めていました。

南郷歴史民俗資料館 古里 淳

１１月の行事予定
１(木) 器械運動週間～8日 14(水) 全校活動 23(金) 勤労感謝の日

クラブ活動 26(月）校内読書週間 ～30日（島小っ子会議)

２(金）ALT学校訪問日 28(水) 南郷図書館読み聞かせ15(水) クラブ活動

食に関する指導(1年） ロング昼休み16(木) ALT学校訪問日

29(木）クラブ活動３(土) 文化の日 20(火) 就学時健康診断

30(金) ALT学校訪問日５(月) 小中JS事業（島守小学校） 給食あり 12:15下校

(ｽｸｰﾙﾊﾞｽ12:15)14:55下校（ｽｸｰﾙﾊﾞｽ15:00）

７ １２月(水) A校時（６時間授業） 21(水) A校時(6時間授業）

下校15:20 １(土）収穫感謝祭・創立記念祭下校15:20 (ｽｸｰﾙﾊﾞｽ15:20)

(ｽｸｰﾙﾊﾞｽ15:20) 13:25下校（ｽｸｰﾙﾊﾞｽなし）８(木) 委員会活動

22(木) 委員会活動 ３(月）振替休業日９(金) ALT学校訪問日

集金日食に関する指導(2･3年）


